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【経緯と現状・課題及び提言】【経緯と現状・課題及び提言】

NPONPO法人法人 新潟県日中友好協会新潟県日中友好協会

龍頭橋ダム建設プロジェクト龍頭橋ダム建設プロジェクト

　《《 事業目的事業目的 》》
◆撓力河上流部の双鴨山市宝清◆撓力河上流部の双鴨山市宝清
県地内に多目的ダムを建設するこ県地内に多目的ダムを建設するこ
とにより、下流部の耕地に安定的とにより、下流部の耕地に安定的
供水を行い、もって食糧増産を図供水を行い、もって食糧増産を図
る。る。

◆洪水防止水準を１０年確率から◆洪水防止水準を１０年確率から

２０年確率へ向上させるとともに、２０年確率へ向上させるとともに、
発電、養魚を行い、もって農民所発電、養魚を行い、もって農民所
得・生活水準の向上、地域経済の得・生活水準の向上、地域経済の
発展に寄与する。発展に寄与する。

龍頭橋ダムの位置（衛星画像）龍頭橋ダムの位置（衛星画像）
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調整：調整： 200200９年６月９年６月



プロジェクトサイト双鴨山市宝清県及びプロジェクトサイト双鴨山市宝清県及び““龍頭橋水庫龍頭橋水庫””の位置の位置

¾¾哈爾濱→佳木斯哈爾濱→佳木斯
354354kmkm

┗┗ 佳木斯→宝清佳木斯→宝清
200200kmkm



龍頭橋ダムの全景龍頭橋ダムの全景

出典：出典：““龍頭橋水庫管理処龍頭橋水庫管理処““WebWebサイトサイト http://www.hljltqsk.cnhttp://www.hljltqsk.cn



　　

龍頭橋ダム建設に至る経緯龍頭橋ダム建設に至る経緯

《《 民間協力の経緯民間協力の経緯 》》

◆１９７８年２月、亀田郷土地改良区が派遣した「第二次亀田郷農民友好方中団」の北京訪問に◆１９７８年２月、亀田郷土地改良区が派遣した「第二次亀田郷農民友好方中団」の北京訪問に
際し、中日友好協会より三江平原開発協力の依頼を受けた。際し、中日友好協会より三江平原開発協力の依頼を受けた。

┗┗ ９月、亀田郷土地改良区が中国農学会との意見交換のため「東北三省農業視察団」を派遣し９月、亀田郷土地改良区が中国農学会との意見交換のため「東北三省農業視察団」を派遣し
　　　　 た。た。

┗┗ １１月、亀田郷土地改良区が中国農学会に対し、１１月、亀田郷土地改良区が中国農学会に対し、““三江平原開発協力基本構想三江平原開発協力基本構想””を提示した。を提示した。

◆１９７９年８月、新潟県日中友好協会が、三江平原現地調査計画打合せのため「三江平原開発◆１９７９年８月、新潟県日中友好協会が、三江平原現地調査計画打合せのため「三江平原開発
協力事前打合せ団」を派遣し調査計画を概定した。協力事前打合せ団」を派遣し調査計画を概定した。

　　 ┗┗同年８月、新潟県日中友好協会が現地調査実施のため「黒龍江省農業基本建設技術協力　同年８月、新潟県日中友好協会が現地調査実施のため「黒龍江省農業基本建設技術協力　

　　　団」を派遣し、宝清県を農業総合開発計画のモデル地区に概定した。　　　団」を派遣し、宝清県を農業総合開発計画のモデル地区に概定した。

　　 ┗┗同年１１月、新潟県日中友好協会が、技術協力の手法等打合せのため「実務打合せ団」を派同年１１月、新潟県日中友好協会が、技術協力の手法等打合せのため「実務打合せ団」を派

　　　遣した。　　　遣した。

◆１９８０年７月、新潟県日中友好協会が、三江平原桃山地区にて実地試験実施のため「地震探◆１９８０年７月、新潟県日中友好協会が、三江平原桃山地区にて実地試験実施のため「地震探
査機試験技術協力団」を派遣した。査機試験技術協力団」を派遣した。



宝清県宝清県撓力河流域　当時の現況撓力河流域　当時の現況

１９７９年８月派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　１９７９年８月派遣　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　「黒龍江省農業基本建設技術協力団」　　　「黒龍江省農業基本建設技術協力団」

背景背景::三江平原全体図三江平原全体図

　　　　　　左：団長・佐野藤三郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左：団長・佐野藤三郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　（亀田郷土地改良区理事長・新潟県日中友好協会会長）　　　　　　　（亀田郷土地改良区理事長・新潟県日中友好協会会長）

　　 　　　　 右：副団長・奥村俊二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右：副団長・奥村俊二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 （信越測量設計事務所代表取締役）（信越測量設計事務所代表取締役）



《《 JICAJICAによる事業化調査の経緯による事業化調査の経緯 》》

◆１９８１年８月から日本政府（実施機関：◆１９８１年８月から日本政府（実施機関：JICA)JICA)はは2020余名の専門余名の専門
家を派遣、中国側専門家と共同して事業化のための調査･測量･家を派遣、中国側専門家と共同して事業化のための調査･測量･
計画･設計に当った。計画･設計に当った。

◆１９８４年３月、◆１９８４年３月、JICAJICAは「中国三江平原龍頭橋典型区農業開発は「中国三江平原龍頭橋典型区農業開発
計画を策定し実施することについての調査研究報告」を提出した。計画を策定し実施することについての調査研究報告」を提出した。

《《 民間協力の経緯民間協力の経緯 》》

◆１９８８年１０月、新潟県日中友好協会が、三江平原地域の外資導入農業総合開◆１９８８年１０月、新潟県日中友好協会が、三江平原地域の外資導入農業総合開
発計画現地調査のため「三江平原開発調査団」を派遣した。発計画現地調査のため「三江平原開発調査団」を派遣した。

◆１９９０年１０月、新潟県日中友好協会が、三江平原地域の外資導入農業総合開◆１９９０年１０月、新潟県日中友好協会が、三江平原地域の外資導入農業総合開
発プロジェクト検討のため「黒龍江省農業代表団」を受け入れた。発プロジェクト検討のため「黒龍江省農業代表団」を受け入れた。

◆１９９１年７月、新潟県日中友好協会並びに日中東北開発協会が、三江平原龍頭◆１９９１年７月、新潟県日中友好協会並びに日中東北開発協会が、三江平原龍頭

橋典型区農業開発計画に対する日本政府開発援助橋典型区農業開発計画に対する日本政府開発援助（（ODAODA））の可能性見極めのための可能性見極めのため
「三江平原総合開発視察団」を派遣した。「三江平原総合開発視察団」を派遣した。



「三江平原総合開発視察団」一行と会見する田紀雲副総理「三江平原総合開発視察団」一行と会見する田紀雲副総理

　１９９１年７月１２日、田紀雲副総理が「三江平原総合開発視察団」（団長：佐野藤三郎）と１９９１年７月１２日、田紀雲副総理が「三江平原総合開発視察団」（団長：佐野藤三郎）と

会見し、会見し、““この案件については私が直接扱う。黒龍江省から直接私のところに案を持ってきてこの案件については私が直接扱う。黒龍江省から直接私のところに案を持ってきて

よい。よい。””と明言した。と明言した。



　　　　　　　　　　 《《 日本政府円借款供与に至る経緯日本政府円借款供与に至る経緯 》》

◆１９９１年８月、三江平原龍頭橋典型区の農業総合開発を目的とする◆１９９１年８月、三江平原龍頭橋典型区の農業総合開発を目的とする““龍頭橋龍頭橋
ダム建設プロジェクトダム建設プロジェクト““が黒龍江省の重点プロジェクトに位置づけられ、黒龍江省が黒龍江省の重点プロジェクトに位置づけられ、黒龍江省
政府より国家計画委員会に対し「龍頭橋ダム建設プロジェクト建議書」が提出さ政府より国家計画委員会に対し「龍頭橋ダム建設プロジェクト建議書」が提出さ
れた。れた。

◆１９９２年１０月２２日、国家計画委員会に提出した「龍頭橋ダム建設プロジェ◆１９９２年１０月２２日、国家計画委員会に提出した「龍頭橋ダム建設プロジェ

クト建議書」が『黒龍江省円借款利用龍頭橋ダム建設項目』の名称で同計画委クト建議書」が『黒龍江省円借款利用龍頭橋ダム建設項目』の名称で同計画委
員会の正式批准を得た。員会の正式批准を得た。

◆１９９４年２月、第四次円借款供与希望リスト（計７１案件）が中国側から提示◆１９９４年２月、第四次円借款供与希望リスト（計７１案件）が中国側から提示
され、「黒龍江省三江平原商品穀物基地建設及び龍頭橋ダム建設項目」としてされ、「黒龍江省三江平原商品穀物基地建設及び龍頭橋ダム建設項目」として
本プロジェクトが包括された。本プロジェクトが包括された。

　┗　┗ １９９４年１２月、日中高級事務レベル協議において、龍頭橋ダム建設プロ　１９９４年１２月、日中高級事務レベル協議において、龍頭橋ダム建設プロ　
　　　ジェクトを含む第四次円借款前三年分計４０案件（総額５，８００億円）の供　　　ジェクトを含む第四次円借款前三年分計４０案件（総額５，８００億円）の供
　　　与が決定された。　　　与が決定された。



《《 日本政府円借款供与に至る経緯日本政府円借款供与に至る経緯 》》

　　

◆１９９６年１２月２６日、日中両国政府は◆１９９６年１２月２６日、日中両国政府は

「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業」「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業」
に対して３０億円を供与する円借款協議書に対して３０億円を供与する円借款協議書
に調印した（１９９６年度供与案件）。に調印した（１９９６年度供与案件）。

龍頭橋ダムの位置龍頭橋ダムの位置

中国が包括的核実験禁止条約（ＣＴＢＴ）に中国が包括的核実験禁止条約（ＣＴＢＴ）に
加盟したことを受け、日本政府の対中政府加盟したことを受け、日本政府の対中政府
開発援助実務協議が再開された。開発援助実務協議が再開された。



《《 建設段階の経緯建設段階の経緯 》》

◆黒龍江省水利水電勘測設計研究院は、１９９７年６月から「龍頭橋水庫◆黒龍江省水利水電勘測設計研究院は、１９９７年６月から「龍頭橋水庫
工程基本設計」に着手した（同年１１月に完了）。工程基本設計」に着手した（同年１１月に完了）。

◆１９９７年１１月１２日、中国国務院水利部は「龍頭橋水庫工程基本設◆１９９７年１１月１２日、中国国務院水利部は「龍頭橋水庫工程基本設
計」を承認、着工準備作業に着手した。計」を承認、着工準備作業に着手した。

◆１９９８年３月３日、中国国務院の批准を得て中国国家計画委員会が建◆１９９８年３月３日、中国国務院の批准を得て中国国家計画委員会が建
設工事の開始を指令した。設工事の開始を指令した。

◆１９９８年４月１日、龍頭橋ダム建設工事が始まった。◆１９９８年４月１日、龍頭橋ダム建設工事が始まった。

◆２００２年１０月２０日、龍頭橋ダムの供用が開始された。◆２００２年１０月２０日、龍頭橋ダムの供用が開始された。



完成間近いダム全景完成間近いダム全景

撮影者撮影者 ：亀田郷土地改良区事業部長：亀田郷土地改良区事業部長 松本松本 公治氏（２００１年９月）公治氏（２００１年９月）

写真：堤体基礎工事写真：堤体基礎工事

着工直後着工直後



龙头桥水库主体建设工程通过验收龙头桥水库主体建设工程通过验收
2020日投入使用日投入使用

20022002--1010--20 20 
东北网双鸭山１０月２０日电东北网双鸭山１０月２０日电

记者从今天在宝清县召开的黑龙江省龙头记者从今天在宝清县召开的黑龙江省龙头
桥水库建设工程领导小组工作会议是上了解桥水库建设工程领导小组工作会议是上了解
到，我省九五计划重点建设项目到，我省九五计划重点建设项目----龙头桥水龙头桥水
库工程建设主体工程今天正式投入使用。库工程建设主体工程今天正式投入使用。



龍頭橋ダム建設プロジェクト龍頭橋ダム建設プロジェクト

【【 事業費事業費 】】

【【 円借款契約の概要円借款契約の概要 】】

借借 入入 人：中国対外貿易経済合作部・黒龍江省水利庁人：中国対外貿易経済合作部・黒龍江省水利庁

実実 施施 機機 関：黒龍江省水利庁・龍頭橋ダム管理局関：黒龍江省水利庁・龍頭橋ダム管理局

円借款承諾額：３０億円円借款承諾額：３０億円

交換公文締結：１９９６年１２月交換公文締結：１９９６年１２月

借款契約調印：１９９６年１２月借款契約調印：１９９６年１２月

借款契約条件：金利２．３％、返済３０年（うち据置期間１０年）、一般アンタイド借款契約条件：金利２．３％、返済３０年（うち据置期間１０年）、一般アンタイド

貸貸 付付 完完 了：２００２年１０月了：２００２年１０月

本本 体体 契契 約：現地企業等約：現地企業等

合計：５億１，０２３万人民元合計：５億１，０２３万人民元

　　　　┗　　　　┗ うち外貨３０億日本円、内貨３億４０５万人民元うち外貨３０億日本円、内貨３億４０５万人民元

　　　　　　（注）換算レート　１人民元＝１４．５５日本円　　　　　　（注）換算レート　１人民元＝１４．５５日本円

出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月



龍頭橋ダム建設プロジェクト龍頭橋ダム建設プロジェクト

��ダム完成後、撓力河中下流部の洪水防止標準は　　　　　ダム完成後、撓力河中下流部の洪水防止標準は　　　　　
　　　　　　　　　　　・・・　　　　　　　　　　　・・・11／／1010年から年から11／／2020年となった。年となった。

�� 改良及び新増灌漑面積は改良及び新増灌漑面積は
　　　　・・・１２，０００　　　　・・・１２，０００hahaとなった（２００６年値、なお計画値　となった（２００６年値、なお計画値　
　　　　　　　　　　　　 は２８，７３３ｈａ）。は２８，７３３ｈａ）。

�� 発電所は導水方式（２台の水力発電機を設置）発電所は導水方式（２台の水力発電機を設置）
　　　　発電機総容量は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発電機総容量は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　・・・２，５００ｋｗ（１，２５０　　　　　　　・・・２，５００ｋｗ（１，２５０KwKw×２）　　　　　　　　×２）　　　　　　　　
　　　　　　　　年間発電量は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年間発電量は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　・・・４，０６０Ｍｗｈ。　　　　　　　・・・４，０６０Ｍｗｈ。

【 現　状 】

出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月



�� ダムが制御する流域面積は１，７３０平方㎞ダムが制御する流域面積は１，７３０平方㎞

�� 総貯水量は４．７２億立方総貯水量は４．７２億立方mm（（最大容量６．４１６億立方最大容量６．４１６億立方mm））

�� 供水能力（利水容量）は２．１３億立方供水能力（利水容量）は２．１３億立方mm

【 現　状 】

出典：出典：““龍頭橋水庫管理処龍頭橋水庫管理処““WebWebサイトサイト http://www.hljltqsk.cnhttp://www.hljltqsk.cn



◆導水トンネルは　　　　　　　　　　　　◆導水トンネルは　　　　　　　　　　　　
　　　　直径５　　　　直径５mm、、全長２８５．８全長２８５．８mm。。
◆◆設計最大導水量は　　　　　　　　　　設計最大導水量は　　　　　　　　　　
　　　　４０．５立方　　　　４０．５立方mm／／秒。秒。
◆灌漑用トンネルは　　　　　　　　　　　◆灌漑用トンネルは　　　　　　　　　　　
　　　　全長５８．８　　　　全長５８．８mm。。
◆◆発電用トンネルは　　　　　　　　　　　発電用トンネルは　　　　　　　　　　　
　　　　全長５６．９　　　　全長５６．９mm。。

【 堤体及び発電・灌漑施設 】

◆堤体は、細粒土質材料をブランケットとす◆堤体は、細粒土質材料をブランケットとす
るアース･ロック混合フィルダム。るアース･ロック混合フィルダム。
　　堤体長は７６０　　堤体長は７６０mm
　　　　最大堤高は２５．７最大堤高は２５．７mm

撮影者：新潟県日中友好協会理事長撮影者：新潟県日中友好協会理事長 奥村奥村 俊二氏（俊二氏（20012001年年99月）月） →→

出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月

左：発電用トンネル　　右：灌漑用トンネル左：発電用トンネル　　右：灌漑用トンネル



【【 課　題課　題 】】

11）） 水供給水供給

　設計供水能力は２億１，３００万立方　設計供水能力は２億１，３００万立方mmであるが、実際の供給量は以下のであるが、実際の供給量は以下の
とおり。とおり。

　　 ２００３年・・・１億２，０００万立法２００３年・・・１億２，０００万立法mm（（設計能力比５６％）設計能力比５６％）

　　 ２００５年・・・１億６，４００万立方２００５年・・・１億６，４００万立方mm（（設計能力比７７％）設計能力比７７％）

《《 上記の要因上記の要因 》》

　「龍頭橋ダム下流域灌漑施設整備事業」が遅延し、未だ完成していない　「龍頭橋ダム下流域灌漑施設整備事業」が遅延し、未だ完成していない
ため。ため。

注１：「龍頭橋ダム下流域灌漑施設整備事業」・・・ダム下流域に灌漑するため頭首工や幹線水路注１：「龍頭橋ダム下流域灌漑施設整備事業」・・・ダム下流域に灌漑するため頭首工や幹線水路
等を建設する事業（総額３．８億人民元の国内事業）。等を建設する事業（総額３．８億人民元の国内事業）。

注２：下流域灌漑施設の建設については、円借款事業採択の審査時から並行して建設するよう注２：下流域灌漑施設の建設については、円借款事業採択の審査時から並行して建設するよう
提言されていた。提言されていた。

出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月



２）２） 受益面積受益面積

　計画時では、撓力河下流の耕地４万２，４２０　計画時では、撓力河下流の耕地４万２，４２０haha（（水田２万水田２万haha、、乾田２万２，４２０乾田２万２，４２０haha））
に灌漑するとしていたが、２００１年に計画が以下のとおり変更された。に灌漑するとしていたが、２００１年に計画が以下のとおり変更された。

◆乾田を水田に転換し、龍頭橋ダムの供給水すべてを収益性の高い水田に灌漑する。◆乾田を水田に転換し、龍頭橋ダムの供給水すべてを収益性の高い水田に灌漑する。

→→ その結果、（稲作は畑作よりも水を多く必要とするため）受益面積は２万８，７３３その結果、（稲作は畑作よりも水を多く必要とするため）受益面積は２万８，７３３ha ha 
　　　　に縮小した（既存水田５，２００に縮小した（既存水田５，２００haha、、乾田の水田転換地２万３，５３３乾田の水田転換地２万３，５３３haha）。）。

《《 実際の灌漑受益面積実際の灌漑受益面積 》》

２００２年（ダム完成）２００２年（ダム完成） ・・・　５，２００・・・　５，２００haha

２００３２００３年　　　　　　　　年　　　　　　　　 ・・・　５，２００・・・　５，２００haha

２００４２００４年（頭首工完成）年（頭首工完成） ・・・　５，３３３・・・　５，３３３haha

２００５２００５年　　　　　　　　　年　　　　　　　　　 ・・・　５，３３３・・・　５，３３３haha

２００６２００６年年 ・・・１２，０００・・・１２，０００haha（（計画比４１．７％）計画比４１．７％）

　　黒龍江省水利庁は、灌漑面積を毎年４，０００黒龍江省水利庁は、灌漑面積を毎年４，０００haha増加できるよう水路の建設を進め、増加できるよう水路の建設を進め、
２０１０年末までに完成させるとしている。２０１０年末までに完成させるとしている。

【【 課　題課　題 】】

出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月

下流域の水路下流域の水路

建設された頭首工建設された頭首工



【【 現状での事業効果現状での事業効果 】】

　龍頭橋ダムによる灌漑受益面積は、２００６年時点で１２，０００　龍頭橋ダムによる灌漑受益面積は、２００６年時点で１２，０００hahaである。である。

　下流域灌漑整備事業が完成すれば、灌漑受益面積（計画値：２万８，７３３　下流域灌漑整備事業が完成すれば、灌漑受益面積（計画値：２万８，７３３haha））は宝は宝
清県の作付け面積（１５万７，４４８清県の作付け面積（１５万７，４４８haha））の約１８％にまで拡大するため、同県の農業生の約１８％にまで拡大するため、同県の農業生
産高や単収に対しプラスの影響を与えることができる。産高や単収に対しプラスの影響を与えることができる。

《《 参考：受益者への聞き取り結果参考：受益者への聞き取り結果 》》

●●水田３水田３hahaと乾田２と乾田２hahaを耕作する農家を耕作する農家

　ダム建設以前は水不足や洪水等の被害が多く、豊作は１０年に１度に過ぎなかった。完成後は水田　ダム建設以前は水不足や洪水等の被害が多く、豊作は１０年に１度に過ぎなかった。完成後は水田

に必要な水を１００％確保できる。この結果、単収量は２トン／に必要な水を１００％確保できる。この結果、単収量は２トン／hahaから８トン／から８トン／hahaに上がった。事業によっに上がった。事業によっ

て生活は大きく改善された。て生活は大きく改善された。

●２．７●２．７hahaの水田を耕作する農家の水田を耕作する農家

　ダム建設以前は、井戸水を灌漑に使用していた。１０年のうち３年は旱魃被害にあった。ダムのお陰で　ダム建設以前は、井戸水を灌漑に使用していた。１０年のうち３年は旱魃被害にあった。ダムのお陰で

水不足はなくなり、排水状況も改善された。コメの単収量は４トン／水不足はなくなり、排水状況も改善された。コメの単収量は４トン／hahaから７．５トン／から７．５トン／hahaに上がった。伴に上がった。伴

なって、収入も５０％強上がった。ダム建設以前は５～６月の乾季に河川の流量が少なく、生活汚水でなって、収入も５０％強上がった。ダム建設以前は５～６月の乾季に河川の流量が少なく、生活汚水で

汚れていた。現在は流量が多くなったため、水質が改善されたように思う。汚れていた。現在は流量が多くなったため、水質が改善されたように思う。

出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月



【【 提　言提　言 】】

１．龍頭橋ダム建設プロジェクトは灌漑と洪水防御を主たる目的とする多目的１．龍頭橋ダム建設プロジェクトは灌漑と洪水防御を主たる目的とする多目的

ダムの建設を主な事業内容とするが、下流域灌漑施設の整備が完成していダムの建設を主な事業内容とするが、下流域灌漑施設の整備が完成してい

ないために本来機能の一部が有効に活用されていない。遅延による便益ロスないために本来機能の一部が有効に活用されていない。遅延による便益ロス

は大きい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は大きい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　 灌漑を目的とした事業であれば、本来、下流域の灌漑施設建設も一体とし灌漑を目的とした事業であれば、本来、下流域の灌漑施設建設も一体とし

て事業に取り込み、同時完成を目指すべきであった。て事業に取り込み、同時完成を目指すべきであった。

２．龍頭橋ダム運行による撓力河下流域湿地と生態系への影響が懸念され２．龍頭橋ダム運行による撓力河下流域湿地と生態系への影響が懸念され

ているが、これまでのところ黒龍江省水利庁ダム管理局と湿地を管理していているが、これまでのところ黒龍江省水利庁ダム管理局と湿地を管理してい

る宝清県政府及び農墾総局との連携が十分にはとられていない。　　　　　　る宝清県政府及び農墾総局との連携が十分にはとられていない。　　　　　　

　　 今後、下流域灌漑施設が完成し灌漑用取水量が多くなれば、湿地の水位今後、下流域灌漑施設が完成し灌漑用取水量が多くなれば、湿地の水位

低下や河川の汚染の可能性も高くなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低下や河川の汚染の可能性も高くなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 ダム水位、流量、湿地水位、生態環境等を定期的に把握するモニタリングダム水位、流量、湿地水位、生態環境等を定期的に把握するモニタリング

チームの組織化や、対処のための仕組みを早急につくることが不可欠である。チームの組織化や、対処のための仕組みを早急につくることが不可欠である。

出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月出典：ＪＢＩＣ「黒龍江省三江平原龍頭橋ダム建設事業評価」２００５年１１月

END


